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本論文は、インテグラル橋梁の建設コスト縮減を考慮、して、 1 列の鋼管杭基礎、 RC 造の橋台および鋼桁橋からな
る複合ラーメン形式を考案し、耐震性、施工性、耐久性など多方面からインテグラル橋梁の実用化に向けての課題を
検討しており、その成果を要約すると以下の通りである。
(1) 鋼桁と RC 造の橋台の結合部に孔あき鋼板ジベルを用いた新しい隅角構造を考案し、その設計法を提案すると
ともに、隅角部の強度、剛性ならびに耐久性を実験と解析によって明らかにしている。
(2) 周辺地盤との相互作用を考慮、したインテグラル橋梁のレベル 2 地震による動的応答解析により、橋台背面の裏
込め土の評価が重要であることを指摘している。
(3) 周辺環境との熱収支を考慮した熱伝導解析により橋梁全体の温度分布を求め、それにより橋梁各部位に発生す
る温度応力を評価し実測値を説明できることを示している。
(4) 実験橋梁(西浜陸橋)を対象として、その設計法および施工法を確立するとともに、実験橋梁の重車両載荷実
験および長期計測によって、設計に用いる解析モデ、ルおよび温度変化に対する応答予測の妥当性を確認してい
る。
(5) 本論文で明らかにした結果を中心に、欧米における既往のインテグラル橋梁の設計規準を参考にして、インテ
グラル複合ラーメン橋の計画、設計および施工について、十分な性能を発揮できる方法を提案している。
以上のように、本論文は、インテグラル複合ラーメン橋の実用化に関する各種の検討課題に対して適切な検討結果
を提示するとともに、実務設計に対して重要な示唆を与えており、構造工学および橋梁工学の発展に寄与するところ
が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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